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２
面
…
●
時
論
「
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
２
割
導
入
は
中
止

を
」

　
　
　

●
解
説
「
地
域
医
療
の
確
保

を
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

　

政
府
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創

設
し
、
医
療
介
護
分
野
も
含

め
た
官
民
の
デ
ジ
タ
ル
改
革

を
推
進
す
る
方
針
だ
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
、
住
民
票
の

発
行
等
利
便
性
の
向
上
を
強

調
し
て
い
る
が
、
全
て
の
金

融
資
産
の
捕
捉
や
診
察
券
の

個
人
情
報
と
の
紐
付
け
等
、

国
家
に
よ
る
個
人
管
理
や
課

税
強
化
、
社
会
保
障
の
給
付

削
減
が
計
画
さ
れ
て
い
る
▼

米
国
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
は
全
世
界
的
に
デ
ジ
タ
ル

監
視
に
よ
る
人
々
の
行
動
変

容
を
引
き
起
こ
し
、
経
済
活

動
の
大
規
模
で
独
占
的
な
囲

い
込
み
を
行
っ
て
お
り
、
英

国
は
監
視
を
決
定
し
た
▼
日

本
企
業
で
も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事

業
拡
大
に
参
入
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
や
服
薬
指
導
、
処

方
薬
配
送
を
一
体
的
に
扱
う

構
想
も
示
し
、
囲
い
込
み
を

目
指
し
て
い
る
▼
政
府
は
さ

ら
に
情
報
処
理
事
業
を
ア
マ

ゾ
ン
に
一
任
す
る
方
針
を
示

し
て
お
り
、
個
人
情
報
の
国

外
漏
洩
の
検
証
も
必
要
だ
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
成
長
が
見
込
ま

れ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
に
参

入
し
、
心
拍
数
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
２

等
を
測
定
可
能
な
医
療
機
器

と
も
言
え
る
腕
時
計
の
投
入

な
ど
で
医
療
分
野
へ
の
独
占

的
営
利
的
な
進
出
の
機
会
を

狙
っ
て
い
る
。
医
療
に
お
け

る
社
会
保
障
の
営
利
産
業
化

は
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。�

（
Ｋ
Ｔ
）

全
医
療
機
関
の
奮
闘
に
敬
意

全
医
療
機
関
の
奮
闘
に
敬
意

２
０
２
０ 
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
の
今
頃
、
地
域
医
療
構
想
の
議
論
が
全
国
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
厚
労
省
が
統
廃
合
の
対
象
と
し

て
公
立
・
公
的
病
院
４
２
４
病
院
名
を
公
表
し
た
か
ら
で
あ
る
。
追
加
、
変
更
後
の
約
４
４
０
病
院
の
う
ち
、

53
病
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

　
今
な
お
猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
禍
は
大
き
な
第
３
波
を
迎
え
、
終
息
の
兆
し
は
な
い
。
必
死
に
重
症
者
を
治

療
す
る
医
療
機
関
以
外
に
も
、
多
く
の
院
所
が
様
々
な
感
染
治
療
・
予
防
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

継
続
し
て
支
え
る
喫
緊
の
追
加
支
援
が
必
要
だ
。

　

政
府
は
医
療
従
事
者
へ
の

慰
労
金
、
感
染
拡
大
防
止
等

支
援
事
業
、
感
染
者
を
入
院

さ
せ
た
医
療
機
関
に
対
す
る

診
療
報
酬
加
算
や
空
床
補
填

な
ど
、
予
算
規
模
で
２
兆
数

千
億
円
の
財
政
支
援
を
約
束

し
た
。
他
に
雇
用
調
整
助
成

金
等
も
あ
る
が
、
10
月
末
の

時
点
で
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

医
療
機
関
に
届
い
た
支
援
金

は
５
３
０
０
億
円
で
総
額
の

２
割
に
も
満
た
ず
、
受
診
控

え
に
よ
る
減
収
に
も
十
分
対

応
さ
れ
て
い
な
い
。

　

感
染
拡
大
防
止
支
援
事
業

の
対
象
は
、
４
月
１
日
か
ら

来
年
３
月
31
日
迄
の
間
に
要

す
る
費
用
の
実
費
と
今
後
の

概
算
請
求
だ
が
、
道
内
で
の

申
請
は
病
・
診
、
歯
科
の
合

計
約
２
２
０
０
件
で
、
全
体

の
35
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

申
請
の
煩
雑
さ
が
申
請
件
数

に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。

　

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
医

師
に
対
す
る「
診
療
・
検
査
医

療
機
関
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
４
割
程
度
が
指
定
、

指
定
予
定
で
あ
っ
た
が
、
道

内
の
診
療
所
は
３
割
程
度
に

過
ぎ
な
い
。
理
由
と
し
て
、

診
療
へ
の
影
響
と
感
染
対
策

へ
の
懸
念
が
半
数
以
上
を
占

め
、
現
状
で
は
検
査
も
治
療

も
か
か
り
つ
け
医
に
回
し
た

い
と
す
る
厚
労
省
の
意
図
す

る
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

逼
迫
、
医
療
崩
壊
寸
前
と

い
う
医
療
側
の
声
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
等
の
政

策
が
優
先
さ
れ
た
理
由
は
数

多
い
が
、
明
ら
か
な
誤
解
も

指
摘
で
き
る
。

①
死
亡
率
が
低
い
…
日
本
の

現
状
は
約
１
・
５
％
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
０
・
１
％
よ

り
遥
か
に
高
い
。
世
界
で
は

２
％
台
が
多
い
（
ス
ペ
イ
ン

風
邪
で
は
世
界
中
で
２
～

２
・
５
％
、
日
本
の
第
１
波

が
１
・２
％
、
第
２
波
が
５
・

３
％
）。

②
ベ
ッ
ド
数
は
余
裕
が
あ
る

…
行
政
か
ら
の
要
請
で
受
け

入
れ
登
録
し
て
い
る
が
、
必

要
な
ス
タ
ッ
フ
数
は
不
十

分
。
長
期
化
す
れ
ば
ベ
ッ
ド

制
限
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ

る
。
病
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
も

増
え
て
い
る
。
欧
米
で
は
全

感
染
者
の
１
割
が
医
療
関
係

者
で
あ
る
国
も
複
数
あ
る
。

③
軽
症
者
は
か
か
り
つ
け
医

へ
…
定
義
と
結
果
は
別
物
で

あ
る
。
初
期
に
自
分
が
重
症

と
感
じ
る
例
は
少
な
く
、
軽

症
と
思
い
受
診
時
に
酸
素
吸

入
、
数
時
間
後
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
管

理
と
な
る
例
も
あ
る
。

④
空
間
的
、
時
間
的
分
離
で

大
丈
夫
…
出
入
口
が
２
カ
所

無
い
と
空
間
的
分
離
は
出
来

な
い
。
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
無
理
。
分
離
ス
ペ
ー
ス
で

の
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
パ
ソ
コ
ン
等
の

器
材
も
必
要
で
あ
る
。
時
間

的
分
離
は
十
分
な
換
気
と
予

約
制
で
可
能
だ
が
、
空
気
感

染
と
の
見
解
も
あ
り
、
寒
冷

地
で
は
相
当
の
配
慮
と
設
備

が
必
要
だ
ろ
う
。
支
援
金
の

範
囲
で
は
空
調
設
備
は
脆
弱

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
を
経
験

し
た
病
院
か
ら
の
報
告
に
よ

財
政
支
援
、　
　
　

財
政
支
援
、　
　
　

届
い
た
の
は
２
割　

届
い
た
の
は
２
割　

コ
ロ
ナ
禍
の
誤
解　

コ
ロ
ナ
禍
の
誤
解　

新
た
な
視
点
、　
　

新
た
な
視
点
、　
　

新
た
な
連
携
を　
　

新
た
な
連
携
を　
　

る
と
、
原
因
と
し
て
様
々
な

感
染
対
策
の
不
徹
底
さ
が
挙

げ
ら
れ
る
。
方
針
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
化
し
て
個
人
の
努
力
義

務
に
任
さ
れ
、
相
互
の
チ
ェ

ッ
ク
が
緩
く
な
り
常
態
化
し

て
い
る
の
を
見
過
ご
し
て
い

る
等
、
数
多
い
。
そ
の
後
の

換
気
、
清
拭
の
随
時
化
や
消

毒
液
携
帯
、
Ｐ
Ｃ
マ
ウ
ス
の

個
別
使
用
等
の
新
た
な
対
策

は
期
待
し
た
い
が
、
意
識
改

革
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

た
だ
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
経

験
す
る
院
所
と
そ
う
で
な
い

院
所
・
施
設
の
対
応
の
落
差

は
か
な
り
大
き
い
。
忌
憚
の

な
い
経
験
交
流
が
求
め
ら
れ

る
。

　

本
会
や
医
師
会
、
医
療
機

関
で
は
多
く
の
会
議
が
中
止

あ
る
い
は
ｗ
ｅ
ｂ
化
し
、
学

会
は
ｗ
ｅ
ｂ
で
、
講
演
会
も

殆
ど
が
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
と
無
関

係
か
の
よ
う
に
活
動
を
継
続

し
て
い
る
分
野
も
あ
る
。
例

え
ば
、
医
療
、
看
護
、
介
護
、

福
祉
の
専
門
家
と
行
政
の
７

名
で
合
議
す
る
介
護
認
定
審

査
会
は
札
幌
市
内
に
77
部
会

あ
り
、
毎
月
２
回
定
例
会
議

を
し
て
い
る
。
発
症
前
で
も

感
染
力
は
強
い
の
で
、
万
が

一
の
感
染
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が

起
こ
る
と
医
療
行
政
の
中
枢

部
が
空
洞
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
縦
割
り
で
の
注
意
喚

起
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る

こ
と
を
、
先
の
報
告
書
は
謳

っ
て
い
る
。
刮
目
す
べ
き
で

あ
る
。

　

不
要
不
急
の
外
出
抑
制
要

請
と
小
出
し
の
休
業
補
償
、

支
援
金
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対

応
で
き
な
い
事
が
明
ら
か
に

な
る
一
方
、
依
然
、
無
駄
な

財
政
支
出
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。
補
正
予
算
で
は
な

く
、
来
年
度
以
降
は
医
療
、

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
の
財
政
運
営
が

必
要
で
は
な
い
か
。
本
会
は

今
後
も
医
療
の
充
実
の
為
に

提
言
し
て
い
く
。

今
後
の
展
望　
　
　

今
後
の
展
望　
　
　

会議に参加する本会理事（上）と会議画面

　

11
月
21
日
、本
会
歯
科
部
は

札
幌
歯
科
技
工
士
会
、北
海
道

歯
科
衛
生
士
会
と
ウ
ェ
ブ
に
よ

る
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、
小
野
寺
札
技
会

会
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

各
技
工
所
の
厳
し
い
経
営
状

態
、
保
険
導
入
さ
れ
た
チ
タ

ン
鋳
造
冠
や
前
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
受
注
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
ジ
ル
コ

ニ
ア
や
金
属
床
の
保
険
導
入

へ
の
動
き
に
関
し
協
議
し
た
。

　

続
い
て
、
松
岡
道
衛
生
士

会
札
幌
支
部
長
か
ら
、
日
常

業
務
で
の
マ
ス
ク
や
グ
ロ
ー

ブ
、
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
等
の

医
療
物
資
の
不
足
と
不
安
、

ま
た
外
部
医
療
機
関
で
の
学

生
実
習
に
関
し
感
染
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
な
い
こ
と
に

よ
る
個
別
対
応
へ
の
戸
惑
い

等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
医
院
経
営
へ

の
影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
各
種
研
修
会

の
実
施
状
況
と
改
善
点
に
つ

い
て
説
明
。
今
年
度
中
止
と

な
っ
た
歯
科
市
民
集
会
の
次

年
度
に
向
け
た
開
催
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
歯
科

で
は
対
面
診
療
が
基
本
で
あ

る
が
、
歯
科
技
工
で
の
デ
ー

タ
送
信
に
よ
る
技
工
物
の
製

作
、
歯
科
衛
生
士
の
ウ
ェ
ブ

活
用
に
よ
る
個
別
の
口
腔
衛

生
管
理
指
導
の
可
能
性
等
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応 

今
後
に
向
け
て

札
技
会
・
道
衛
生
士
会
と
合
同
懇
談
会

　昨今、新型コロナウイルスの世界的流行により感染症の
流行制御は大きな社会的課題となっています。新型コロナ
ウイルスの流行対策のためには、流行の現状を理解し、効
果的な介入を行う必要があります。流行の理解や介入の効
果の検証には数学や統計による解析が必要となります。私
がこれまでに、数学や統計でどのように、新型コロナウイ
ルスの何を明らかにしてきたか説明します。

お申し込み・お問い合わせは、本会事務局まで
TEL 011-231-6281

コロナ関連での�
� 統計調査の正しい見方
～数学や統計による解析でわかってきた�
� 新型コロナウイルス～

　　　　大森　亮介 氏　北海道大学准教授
2021年２月６日土 
15:00～17:00

オンライン開催

会員および会員の医
療機関にお勤めの方

（医療関係者）

無料

北海道保険医会創立70周年記念政策部事業
講演会開催のご案内

講　師

日　時

会　場

対　象

参加費
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本
会
が
反
対
し
て
き
た

後
期
高
齢
者
の
２
割
負
担

が
強
引
に
推
し
進
め
ら
れ

て
い
る
。
厚
労
省
は
11
月

19
日
の
社
会
保
障
審
議

会
・
医
療
保
険
部
会
で
５

通
り
の
所
得
基
準
案
を
提

示
し
た
。
自
民
党
厚
労
幹

部
会
で
参
加
議
員
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
衆
院

選
な
ど
を
念
頭
に
２
割
負

担
の
議
論
そ
の
も
の
を
先

送
り
す
べ
き
だ
と
の
声
も

で
た
。
し
か
し
多
く
の
議

員
は
「
若
年
世
代
の
重
過

ぎ
る
負
担
に
配
慮
す
べ
き

だ
」「
２
割
負
担
の
方
針
は

何
度
も
確
認
済
み
で
あ
り
、

予
定
通
り
導
入
す
べ
き
」

「
所
得
の
上
位
44
％
が
対

象
と
な
る
、
厚
生
労
働
省

の
５
番
目
の
案
が
望
ま
し

い
」
な
ど
、
導
入
そ
の
も

の
の
反
対
意
見
は
な
く
、

２
割
負
担
へ
の
変
更
の
時

期
や
所
得
基
準
の
カ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
議
論
と
な
っ
て

い
る
。

　

２
０
０
８
年
福
田
内
閣

が「
社
会
保
障
国
民
会
議
」

で
医
療
の
道
筋
の
議
論
を

は
じ
め
、
２
０
１
２
年
民

主
党
政
権
野
田
内
閣
が
自

民
公
明
と
の
３
党
合
意
で

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
を
示
し
、
消
費
税

を
社
会
保
障
の
み
に
振
り

分
け
る
法
改
正
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
高
齢
者
負

担
と
現
役
世
代
の
負
担
の

不
公
平
性
が
指
摘
さ
れ
、

高
齢
者
の
２
割
負
担
の
議

論
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
今
回
の
負

担
増
で
は
先
の
「
５
番
目

の
案
」
を
採
択
し
て
も
現

役
世
代
の
負
担
が
１
４
３

０
億
円
程
度
減
る
だ
け

だ
。
昨
年
の
消
費
増
税
で

５
兆
円
も
の
収
入
増
が
あ

り
、
そ
れ
を
現
役
世
代
と

の
不
公
平
の
是
正
に
あ
て

れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
も
そ
も
安
倍
前
総
理

が
立
ち
上
げ
た
「
全
世
代

型
社
会
保
障
会
議
」
の
メ

ン
バ
ー
は
経
済
界
ば
か
り

で
医
療
界
は
入
っ
て
い
な

い
。
現
在
の
１
割
負
担
で

も
、
高
齢
者
の
収
入
に
対

す
る
医
療
費
の
支
出
率
は

現
役
世
代
よ
り
も
高
い
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
る
は
ず

だ
。
高
齢
者
は
複
数
の
疾

病
を
抱
え
、
治
療
も
長
期

に
及
ぶ
。
こ
の
負
担
増
は

高
齢
者
の
疾
病
特
性
や
生

活
実
態
を
無
視
し
た
も
の

で
あ
り
、
到
底
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
自
民

党
の
医
療
政
策
研
究
会

（
武
見
敬
三
会
長
）
で
も

「
大
き
な
財
源
は
確
保
で

き
ず
、
む
し
ろ
健
康
格
差

や
所
得
格
差
が
広
が
っ
て

し
ま
う
」
と
指
摘
し
て
い

る
で
は
な
い
か
。
本
会
は

75
歳
以
上
へ
の
窓
口
負
担

２
割
導
入
は
中
止
し
、
少

な
く
と
も
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

審
議
は
凍
結
・
見
送
る
べ

き
と
考
え
る
。

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

　
　

２
割
導
入
は
中
止
を

お問い合わせ、資料・お見積書請求先　　北 海 道 保 険 医 会　　 Tel  011- 231- 6281
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新型コロナウイルスによる医院休業（施設閉鎖）を
補償する保険ができました！

診療種類別医療費の伸び率（休日数等の補正後）

100

90

80

70

60

50

89.8

81.0
79.1

89.790.1
93.1

95.1

76.4
76.4

89.989.1

93.4

（％）

医科 歯科

【保険の特長】
⃝�ケガや病気により働けない期間、平均月間所得額の範囲で個人の収入
を補償します。

⃝�保険料のお支払いに「医療法人口座」を指定される場合は、保険料が
損金扱いになります。その場合は医療法人の役職員全員にご加入いた
だきます。
※本会会員が医療法人代表者（理事長）であることが条件です。

⃝�無事故戻し返れい金はありませんので、その分掛金がお安くなってい
ます。

⃝保険料には団体割引15％が適用されます。

団体所得補償保険 お申込み受付中

こんな時に補償されます
●�新型コロナウイルスに医師、歯科医師、職員の方が罹患し、
施設の消毒のため、一時的にクリニックを休業した時

●集中豪雨により浸水して診療ができなくなった時
●建物が火災により使用できなくなった時
～上記の間に本来得られるはずであった利益を補償します～

お手軽な保険料休業損害を補償大きな安心

地
域
医
療
の
確
保
を

　
厚
労
省
は
11
月
、概
算
医
療
費
と
医
療
費
の
動
向
を
発
表
し
た
。
４・

５
月
の
緊
急
事
態
宣
言
の
後
は
受
診
回
復
の
傾
向
に
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
依
然
と
し
て
減
収
と
感
染
対
策
の
経
費
増
に
苦
し
む
医
療
機
関
も

多
数
あ
り
、
地
域
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
に
も
医
療
機
関
へ
の

追
加
支
援
が
望
ま
れ
る
。

　

厚
労
省
が
示
し
た
デ
ー
タ

で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
５
月
以
降
、
徐
々

に
保
険
診
療
収
入
が
回
復
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

医
科
・
歯
科
と
も
に
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
診
療
科
ご
と

に
見
る
と
、
小
児
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
は
７
月
時
点
に
お
い

て
も
、
前
年
同
月
比
２
割
か

ら
３
割
の
減
収
と
な
っ
て
お

り
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る   

図
・
表  

。

　

同
日
に
示
さ
れ
た
８
月
分

ま
で
の
レ
セ
プ
ト
件
数
を
見

て
も
患
者
数
は
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
完
全
に
は
改
善
し
て

お
ら
ず
、
増
え
た
患
者
数
は

受
診
を
先
送
り
に
し
て
い
た

定
期
通
院
分
で
は
な
い
か
と

の
見
方
も
あ
る   

図
２  

。

　

医
療
機
関
の
経
営
は
、
度

重
な
る
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
に
よ
り
、
恒
常
的
に

限
界
の
状
態
で
あ
り
、
感
染

拡
大
に
よ
る
経
営
へ
の
影
響

は
非
常
に
大
き
な
打
撃
と
な

っ
て
い
る
。
多
く
の
医
療
機

関
で
は
、
追
加
融
資
な
ど
で

経
営
を
維
持
し
て
い
る
状
態

で
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ

な
い
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
は
も
と

よ
り
、
地
域
医
療
の
確
保
が

困
難
と
な
る
。

　

受
診
控
え
に
よ
っ
て
健
康

状
態
の
管
理
が
難
し
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

本
会
を
は
じ
め
と
し
た
医
療

団
体
は
適
切
な
受
診
を
呼
び

感
染
“
再
”
拡
大
の

感
染
“
再
”
拡
大
の

　
　
　
　
　
影
響
は

　
　
　
　
　
影
響
は

掛
け
て
き
た
。こ
う
し
た
中
、

緊
急
事
態
宣
言
中
の
受
診
控

え
の
影
響
を
調
査
し
た
保
団

連
は
、
が
ん
の
進
行
、
身
体

機
能
と
認
知
能
力
の
低
下
や

口
腔
ケ
ア
の
低
下
に
よ
る
歯

周
病
の
悪
化
な
ど
の
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の
疾

患
に
対
す
る
治
療
が
滞
る
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
道
は
、
今
春
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
第
二
波
が
襲
来
し
、

大
幅
に
感
染
者
が
増
加
し
て

以
降
小
康
状
態
で
あ
っ
た�

が
、
10
月
に
入
り
感
染
が
急

増
し
た
。
冬
の
外
気
が
氷
点

下
に
な
る
本
道
で
は
、
適
切

な
換
気
や
湿
度
管
理
が
難
し

く
、
感
染
対
策
が
十
分
に
行

え
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
他

地
域
よ
り
も
一
層
の
受
診
控

え
が
進
む
こ
と
が
心
配
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
や
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
再
拡
大
に
よ
り
、
徐

々
に
戻
り
つ
つ
あ
る
患
者
に

と
っ
て
「
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い
」
状
況
が
再
び
起
こ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

コ
ロ
ナ
騒
動
が
始
ま
っ
て

か
ら
約
１
年
が
経
過
す
る
が
、

こ
の
間
、
政
府
は
慰
労
金
、

感
染
対
策
支
援
事
業
は
打
ち

出
し
た
も
の
の
、
診
療
報
酬

減
収
分
を
穴
埋
め
す
る
具
体

的
な
支
援
策
は
提
示
し
て
い

な
い
。

　

政
府
は
、
医
療
機
関
へ
の

受
診
が
回
復
基
調
に
あ
る
と

し
て
、
限
定
的
な
支
援
を
行

う
考
え
を
示
し
て
い
る
が
、

か
か
り
つ
け
医
の
発
熱
患
者

へ
の
対
応
な
ど
地
域
の
医
療

機
関
が
そ
の
役
割
を
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
医
科
・
歯
科

の
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
で

は
、
保
険
収
入
が
減
収
と
な

っ
て
い
る
。
マ
ス
ク
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
な
ど
の
備

品
・
材
料
を
大
量
消
費
す
る

こ
と
も
あ
り
、
減
収
と
感
染

対
策
強
化
の
経
費
増
で
二
重

苦
の
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

　

更
な
る
継
続
的
な
財
政
的

支
援
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

今
、
本
会
は
引
き
続
き
現
場

の
声
を
届
け
る
た
め
活
動
し

て
い
く
。

前年同月比、100％
2019年度 2020年4月 5月 6月 7月

医科診療所 0.8 ▲16.3 ▲15.7 4.2 6.8
内　　　科 0.4 ▲11.6 ▲12.1 ▲2.4 ▲4.9
小　児　科 0.1 ▲38.4 ▲44.9 ▲31.9 ▲26.8
外　　　科 ▲1.3 ▲18.5 ▲17.2 ▲7.7 ▲12.3
整 形 外 科 1.8 ▲18.3 ▲14.9 ▲1.6 ▲6.7
皮　膚　科 1.9 ▲15.2 ▲6.0 6.2 ▲5.4
産 婦 人 科 1.4 ▲14.9 ▲11.9 ▲0.1 ▲2.7
眼　　　科 2.3 ▲19.7 ▲21.4 ▲2.0 ▲4.9
耳鼻咽喉科 ▲2.7 ▲42.6 ▲40.1 ▲28.5 ▲21.9
そ　の　他 2.3 ▲11.1 ▲10.0 ▲0.5 ▲3.3

 

図
・
表  

入
院
外
医
療
費
、 

医
科
診
療
所
の
主
た
る
診
療
科
別
の
伸
び
率

解　　説解　　説

　

医
療
機
関
へ
追
加
支
援
急
務

　

医
療
機
関
へ
追
加
支
援
急
務

 図２  診療種類別レセプト件数の前年同月比
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あ
と
数
年
で
後
期
高
齢
者

夫
婦
と
な
る
我
が
家
で
は

「
聞
こ
え
な
い
」「
は
っ
き
り

と
喋
っ
て
」
と
い
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

加
齢
性
難
聴
は
40
代
か
ら

始
ま
り
、
50
歳
前
後
か
ら
急

激
に
進
行
し
、
70
代
で
は
日

常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
人

は
、
男
性
で
５
～
６
人
に
１

人
。
女
性
で
10
人
に
１
人
と

な
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
に

は
認
知
症
は
、
約
７
５
０
万

人
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
難
聴

や
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り

得
る
、
多
く
の
人
に
と
っ
て

身
近
な
問
題
で
す
。

　

２
０
１
７
年
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｔ
に
、
生
涯
を
通
じ
て
９
つ

の
リ
ス
ク
因
子
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
、
脳
の
健
康
状
態
を

改
善
で
き
れ
ば
、
認
知
症
の

35
％
は
予
防
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
リ
ス
ク
の
１

つ
に
中
年
期
の
難
聴（
９
％
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
（
２
０
１
１
年
、
ア
メ

リ
カ
）
は
認
知
症
の
な
い
36

～
90
歳
の
６
３
９
人
を
12
年

間
追
跡
し
、
難
聴
の
な
い
群

の
認
知
症
発
症
率
を
１
と
す

る
と
軽
度
難
聴
群
１
・
89
。

中
等
度
難
聴
群
３
・
00
、
高

度
難
聴
群
４
・
94
。
聴
力
が

10
㏈
悪
化
す
る
毎
に
認
知
症

発
症
率
は
１
・
２
倍
に
な
る

と
報
告
。Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ａ（
２

０
１
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
）は
、

65
歳
以
上
の
３
６
０
０
人
を

25
年
間
追
跡
し
、
難
聴
の
な

い
群
と
難
聴
群
を
比
べ
る
と
、

補
聴
器
未
使
用
群
の
認
知
機

能
は
有
意
に
低
下
し
て
い
た

が
、
補
聴
器
使
用
群
で
は
差

が
な
か
っ
た
と
、
補
聴
器
は

認
知
症
の
予
防
に
有
効
と
報

告
し
て
い
ま
す
。

　

補
聴
器
は
両
耳
70
㏈
以
上

の
高
度
難
聴
者
に
は
、
身
体

障
害
者
福
祉
法
で
公
的
支
給

に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
が
、

中
等
度
難
聴
で
補
聴
器
を
必

要
と
す
る
約
６
０
０
万
人
に

と
っ
て
、
片
耳
約
20
万
円
と

高
額
な
た
め
誰
で
も
が
た
や

す
く
買
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
東
京
都
豊
島
区
で

は
、
認
知
症
予
防
の
た
め
65

歳
以
上
の
中
等
度
難
聴
者
に

２
万
円
の
助
成
を
す
る
な
ど

各
地
で
助
成
を
求
め
る
住
民

運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
た
め
に
、
何
よ
り
も

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、

札
幌
市
は
一
日
も
早
く
補
聴

器
購
入
へ
の
助
成
を
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　　

私
、
地
方
の
町
で
一
人
で

診
療
、
経
営
に
あ
た
る
あ
り

ふ
れ
た
歯
科
医
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
で
50
歳
に
な
り
世
間

的
に
は
結
構
な
お
じ
さ
ん
で

す
が
、
先
日
地
元
の
信
用
金

庫
の
方
か
ら
先
生
は
町
の
歯

医
者
さ
ん
の
な
か
で
若
手
で

す
ね
と
言
わ
れ
ま
し
た
。特
に

地
方
で
急
速
に
進
む
歯
科
医

の
高
齢
化
、
一
体
10
年
後
ど

う
な
る
の
か
心
配
な
事
で
す
。

　

そ
ん
な
私
に
２
年
前
、
48

歳
に
し
て
初
め
て
の
子
供

（
娘
）が
生
ま
れ
ま
し
た
。
子

供
が
生
ま
れ
る
前
は
、
細
か

く
神
経
を
使
う
仕
事
で
疲
れ

る
し
、
65
歳
く
ら
い
で
辞
め

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
状
況
は
一
変
。
そ
の
こ
ろ

思
春
期
真
っ
た
だ
中
の
娘
、

父
親
が
仕
事
も
せ
ず
に
ぶ
ら

ぶ
ら
し
て
い
た
ら
煙
た
が
ら

れ
る
に
違
い
な
く
、
現
実
的

な
教
育
費
の
問
題
な
ど
考
慮

す
る
と
そ
う
は
い
か
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
子
育
て
、
話
に

は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
大
変

な
も
の
で
す
。
夜
８
時
半
、

疲
れ
た
体
で
帰
宅
す
る
と
絶

好
調
で
起
き
て
い
る
娘
、
絵

本
を
読
ん
で
く
れ
と
の
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
要
求
に
従

い
ま
す
。
最
近
の
娘
の
口
癖

は
も
う
い
っ
か
ー
い
。
な
ん

で
も
で
す
。結
構
し
つ
こ
い
。

私
も
し
つ
こ
い
所
が
あ
る
の

で
似
た
の
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
嫌
な
所
を
子
供
の
中
に

見
つ
け
る
と
愕
然
と
す
る
と

い
う
話
も
聞
い
て
は
い
ま
し

た
。
も
う
衛
生
士
に
し
つ
こ

く
言
う
の
は
止
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
繰
り
返
さ
れ
る

も
う
い
っ
か
ー
い
コ
ー
ル
、

同
じ
絵
本
６
回
目
で
す
。
朦

朧
と
し
て
き
た
年
寄
り
パ

パ
。
こ
ん
な
日
常
で
す
が
、

こ
の
子
の
将
来
の
日
本
の
事
、

診
療
所
の
経
営
、
ス
タ
ッ
フ

管
理
、
歯
科
用
ユ
ニ
ッ
ト
の

買
い
替
え
費
用
の
捻
出
等
、

心
配
事
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

眠
れ
ぬ
夜
と
い
う
こ
と
は
な

く
娘
を
寝
か
し
つ
け
な
が
ら
、

患
者
さ
ん
に
は
、
夜
歯
磨
き

し
な
い
で
寝
る
な
ん
て
最
悪

で
す
ね
と
言
い
な
が
ら
寝
落

ち
し
て
し
ま
う
悪
い
歯
医
者

で
あ
り
ま
す
。
夜
中
、
妻
に

叩
か
れ
て
目
覚
め
ま
し
た
。

　

何
事
か
と
起
き
る
と
、
最

近
い
び
き
が
う
る
さ
い
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
も
加
齢
に

よ
る
筋
力
低
下
、
舌
根
沈
下

に
よ
る
も
の
。
無
呼
吸
症
候

群
で
突
然
死
し
た
ら
ど
う
し

よ
う
、
あ
あ
ま
た
心
配
事
が

増
え
ま
し
た
が
、
最
低
限
、

娘
が
社
会
に
出
る
ま
で
は
細

く
長
く
働
こ
う
と
思
う
次
第

で
あ
り
ま
す
。

難
聴
と
認
知
症

難
聴
と
認
知
症

札
幌
支
部　
勤
医
協
札
幌
病
院　
　
　

山
地　
誠
一

子
育
て
と
心
配
事

子
育
て
と
心
配
事

釧
根
地
区
支
部　
村
山
歯
科
診
療
所　

六
車
浩
一
郎

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

　

本
会
は
、
11
月
26
日
、
田

村
厚
生
労
働
大
臣
と
鈴
木
北

海
道
知
事
あ
て
に
「
医
療
機

関
・
薬
局
等
に
お
け
る
感
染

拡
大
防
止
等
支
援
事
業
の
補

助
金
の
一
律
給
付
及
び
事
後

手
続
の
簡
素
化
を
求
め
る
緊

急
要
請
」
を
提
出
し
た
。

　

第
３
波
と
思
わ
れ
る
爆
発

的
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
各

医
療
機
関
は
外
来
受
診
、
入

院
患
者
へ
の
対
応
に
追
わ
れ

る
一
方
、
一
部
医
療
機
関
で

は
ク
ラ
ス
タ
ー
事
例
も
報
告

さ
れ
る
な
ど
、
各
医
療
機
関

に
は
よ
り
厳
格
な
感
染
防
止

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
「
医
療

機
関
・
薬
局
等
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
」

と
し
て
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
や
診
療
体
制
確
保
な
ど
に

　

待
合
室
な
ど
で
患
者
さ
ん

が
簡
単
な
ク
イ
ズ
に
答
え
な

が
ら
政
府
の
進
め
る
医
療
制

度
改
悪
の
動
き
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
啓
発
用
ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私

た
ち
の
医
療
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
は
実
際
に

「
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
よ

要
す
る
費
用
の
補
助
事
業
を

実
施
。
多
く
の
医
療
機
関
で

の
活
用
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
対
象
と
な
る

経
費
に
関
し
て
は
、
取
り
組

み
事
例
が
数
例
示
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
正
確
に
判
断
が

つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
実
施
内
容
の

事
後
報
告
は
煩
雑
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
小
規
模
の
医

療
機
関
に
は
過
大
な
負
担
と

な
る
こ
と
か
ら
①
感
染
拡
大

防
止
に
係
る
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
申
請
す
る
全
て
の
医

療
機
関
に
対
し
各
区
分
の
上

限
額
を
一
律
に
給
付
②
事
後

の
実
績
確
認
の
作
業
に
関
す

る
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
の

２
点
に
つ
い
て
の
対
応
を
要

請
し
た
。

い
機
会
と
な
っ
た
」「
問
題

の
ヒ
ン
ト
な
ど
短
時
間
で
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
抽

選
で
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま

す
。
下
記
の「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

か
ら
も
ご
応
募
で
き
ま
す
）

　

ぜ
ひ
待
合
室
に
設
置
い
た

だ
き
、
多
く
の
患
者
さ
ん
に

配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
が
不
足
の

場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

頂
け
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

一律給付と手続簡素化を求め要請書一律給付と手続簡素化を求め要請書
厚労大臣と知事に緊急要請厚労大臣と知事に緊急要請

ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療

ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療

　
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
好
評
実
施
中

　
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
好
評
実
施
中
！！

※
実
施
期
間 

２
０
２
１
年
３
月
８
日
ま
で（
消
印
有
効
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
本
会
事
務
局
ま
で

℡
０
１
１

−

２
３
１

−

６
２
８
１
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鬼
　
滅
　
の
　
刃

理
事
会
だ
よ
り

■
第
８
回
理
事
会

日
時　

11
月
24
日（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室

協
議
事
項

①�
12
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

２
０
２
１
年
度
の
各
部
概

算
要
求
基
準
額
（
案
）
に

つ
い
て

③�

感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事

業
に
関
す
る
緊
急
要
請
に

つ
い
て

④�

グ
ル
ー
プ
保
険
の
配
当
率

に
つ
い
て

⑤�

事
務
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
⑥�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
、
今
後
の

会
議
・
事
業
の
開
催
方
法

に
つ
い
て

⑥
そ
の
他

宮
崎　

慎
吾
先
生

11
月
８
日
ご
逝
去（
75
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
11
月
〉

１
日�　
保
団
連
歯
科
全
国
交

流
集
会

15
日�　
開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー
労
務
管
理

16
日　

保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

21
日�　
札
幌
歯
科
技
工
士

会
・
北
海
道
歯
科
衛
生

士
会
と
の
懇
談

24
日　

第
８
回
理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　今号では算定要件が複雑化し、問い合わせが増えている訪問診療を解
説する。在宅患者訪問診療料は、主治医のみが算定するのが原則である
が、主治医の依頼を受けて算定する訪問診療料（Ⅰ）の「２」などの点
数もあり、複数の医療機関で訪問診療を実施する場合の留意点を以下に
掲載する。

	 �　訪問診療料は、複数の医療機関で算定できるのか。

	 　①�主治医として定期的な訪問診療を行い訪問診療料（Ⅰ）の「１」
または（Ⅱ）の「注１のイ」を算定する医療機関は、原則と
して、１人の患者に対して、１医療機関に限られる。

	 　②�訪問診療料（Ⅰ）の「１」または（Ⅱ）の「注１のイ」を算
定している医療機関からの依頼があれば、他の医療機関で（Ⅰ）
の「２」または（Ⅱ）の「注１のロ」が算定できる。

	 �　1人の患者に対して訪問診療料（Ⅰ）の「２」または（Ⅱ）の「注
１のロ」を算定できる医療機関数に制限はあるのか。

	� 　制限はない。

	 �　訪問診療料（Ⅰ）の「２」または（Ⅱ）の「ロ」について、他
の医療機関からの診療の依頼は文書による必要があるか。

	� 　必ずしも文書による必要はない。電話等でもよい。

	 �　内科医が訪問診療料（Ⅰ）の「１」または（Ⅱ）の「注１のイ」
を算定している患者に眼科の疾患があり、別の診療所の眼科医が
患家に赴き診療した場合はどのような取扱いとなるか。

	 　①�眼科医の診療が患家の求めによる場合は、別の診療所の眼科
医が初診料（または再診料）および往診料、処置等を算定する。

	 　②�内科医の求めによる場合は、訪問診療料（Ⅰ）の「２」また
は（Ⅱ）の「注１のロ」と処置料等を算定する。

	 �　訪問診療料（Ⅰ）の「２」について、同一診療科を標榜する医
療機関の求めを受けて訪問診療を行った場合でも、算定できるか。

	� 　主治医として定期的に訪問診療を行っている医師の求めに応じ
て行った場合は算定できる。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

＜在宅患者訪問診療料の概要＞
在宅患者訪問診療料（Ⅰ） 在宅患者訪問診療料（Ⅱ）

点 

数

１　在宅患者訪問診療料１
　イ  同一建物居住者� 888点
　ロ  同一建物居住者以外�213点

２　在宅患者訪問診療料２
　イ  同一建物居住者� 884点
　ロ  同一建物居住者以外�187点

150点

点  

数  

概  

要

患者の同意を得て、計画的な医学
管理の下に定期的に患家を訪問し
て診療を行った場合に算定する

在医総管等の算定要件を満たす医
療機関からの依頼を受けた医療機
関が、訪問診療を行った場合に算
定する

有料老人ホーム等に併設の医療機関が、当該施設入居者に訪問診療を
行った場合に算定する

注１のイ
在医総管等の算定要件を満たす医
療機関が、訪問診療を行った場合

注１のロ
在医総管等の算定要件を満たす医
療機関から依頼を受けて、訪問診
療を行った場合

算
定
回
数

１日につき１回
週３回を限度　※１

１月につき１回
訪問診療の依頼があった月から６
月を限度（別に厚生労働大臣が定
める疾病等の場合を除く）※２

１日につき１回
週３回を限度　※１

１月につき１回
訪問診療の依頼があった月から６
月を限度（別に厚生労働大臣が定
める疾病等の場合を除く）

※１　末期の悪性腫瘍等、厚生労働大臣が定める患者（別表第７）は週４日以上算定できる。急性増悪時には１月に14日連続で算定できる。
※２　�診療情報を共有したうえで、診療の求めがあれば、さらに６月算定できる（レセプトに継続的な訪問診療の必要性を記載）。別に厚生労働大臣

が定める患者の場合は、診療情報の提供を行うことで６月の限度なく算定できるが、別に厚生労働大臣が定める疾患等の患者のいずれに該当す
るかを記載する必要がある。

訪問診療の留意点

　

週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で
連

載
さ
れ
て
い
た
漫
画
「
鬼
滅

の
刃
」
が
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト

を
記
録
し
て
い
る
。

　

現
在
上
映
中
の
映
画
の
興

行
収
入
も
歴
代
１
位
の
「
千

と
千
尋
の
神
隠
し
」
を
上
回

り
そ
う
な
勢
い
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
ど
ん

底
ま
で
低
迷
し
た
映
画
業
界

に
と
っ
て
、
ま
た
そ
の
波
及

効
果
で
日
本
経
済
に
と
っ
て

も
明
る
い
一
筋
の
光
に
な
っ

て
い
る
。

　

実
は
私
は
「
鬼
滅
の
刃
」

に
つ
い
て
あ
ま
り
詳
し
く
は

な
い
。
我
が
家
の
子
供
が
揃

え
て
い
る
コ
ミ
ッ
ク
ス
も
ほ

ぼ
読
ん
で
お
ら
ず
、
ア
ニ
メ

を
一
緒
に
見
た
程
度
で
あ

る
。
話
の
あ
ら
す
じ
や
登
場

人
物
の
名
前
、
特
徴
に
関
し

て
、
そ
の
都
度
子
供
か
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
い
る
の

だ
が
、
抜
き
打
ち
で
行
わ
れ

る
口
頭
試
問
（
ク
イ
ズ
）
に

な
か
な
か
答
え
ら
れ
な
い
始

末
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
私
の
話
は
詳
し
い

方
に
と
っ
て
は
釈
迦
に
説
法

で
あ
る
が
、
こ
の
話
の
主
人

公
竈
門
炭
治
郎
は
情
に
厚
く
、

妹
や
仲
間
を
思
う
気
持
ち
が

非
常
に
強
い
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
人
を
喰
ら
う
憎
む

べ
き
鬼
に
対
し
て
も
、
倒
し

は
す
る
が
人
間
だ
っ
た
こ
ろ

の
切
な
い
背
景
を
慮
り
、
決

し
て
粗
末
に
は
扱
わ
な
い
。

炭
治
郎
が
放
っ
た
セ
リ
フ
で

印
象
的
な
も
の
が
あ
る
。
倒

し
た
鬼
を
足
で
踏
み
に
じ
る

先
輩
の
富
岡
義
勇
に
対
し
て
、

「
足
を
ど
け
て
下
さ
い
。鬼
は

醜
い
化
け
物
な
ん
か
じ
ゃ
な

い
。鬼
は
虚
し
い
生
き
物
だ
、

悲
し
い
生
き
物
だ
。」

　

漫
画
に
登
場
す
る
鬼
と
比

較
す
る
の
は
不
謹
慎
か
も
し

れ
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
や
そ
の
接
触
者
に
対
す

る
周
囲
の
反
応
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
い
ま
だ
に

感
染
者
や
家
族
、
医
療
従
事

者
に
対
し
て
も
差
別
的
な
扱

い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
の
陽
性

者
が
爆
発
的
に
増
加
し
て
い

る
現
在
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
我
々
の
日
常
生

活
に
お
い
て
す
ぐ
近
く
ま
で

き
て
い
る
。
も
は
や
い
つ
ど

こ
で
感
染
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
蔓
延
は

防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
大
部
分
の
感
染
者

は
感
染
し
た
く
て
感
染
し
た

わ
け
で
は
な
い
。「
感
染
者
だ

っ
て
悲
し
い
人
間
だ
」
炭
治

郎
も
き
っ
と
そ
う
言
う
で
あ

ろ
う
。�

（
Ｓ
・
Ｎ
）

次号本会新聞� に同封予定！新 年 特 集 号
創立70周年記念号

　 北海道保険医会創立70周年記念 　� 　

ノベルティグッズ配布のご案内
　私たち北海道保険医会は、1950年に「道民の健康を守るため保険医療の改
善をめざし、あわせて保険医の生活安定を実現すること」を目的として活動を
はじめ、お陰さまで今年創立70周年を迎えました。
　このたび会員の皆様に感謝の意を込めて、創立70周年記念のノベルティグ
ッズ（USBフラッシュメモリー８Ｇ）を作製しました。スティック本体に本
会のロゴをあしらった大変おしゃれなものとなっております。
　ご送付は、本会新聞次号新年特集号（創立70周年記念号）に同封してお送
りいたしますので是非ご利用ください。
� 一般社団法人　北海道保険医会


